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透 析 患 者 の 結 核 症

第 7 報 リンパ節結核 の易感染性
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7. High Susceptibility to Lymphnode Tuberculosis
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Dialysis patients are known to be immunodeficient. To study their susceptibility to lymphnode 

tuberculosis, an epidemiological study was done.

The subjects consisted of 2,034 dialysis patients in 1976 and 2,403 patients in 1977. Among them 

12 patients in 1976 and 25 patients in 1977 had tuberculous lesions in lymphnode.

Incidence of lymphnode tuberculosis was 233 per 10,000 person-years in male and 804per 10,000 

person-years in female dialysis patients, which was 106 times in males and 122 times in females higher 
than the rate of the age-matched general population. The incidence was 3.5 times higher in female 

than that in male dialysis patients. Prevalence of the disease was 1.7 times and 2.3 times higher in 

female than those in male dialysis patients in 1976 and in 1977, respectively. Mean duration time 

of lymphnode tuberculosis among female dialysis patients was half of that among male dialysis patients. 

Mortality of lymphnode tuberculosis was 544 times higher in the dialysis patients than that in the gen

eral population.

Lymphnode tuberculosis occupied 16% in male and 35% in female of all tuberculosis developed 

during 1976 among the dialysis patients in contrast to 1.4% in male and 8.2% in female of the general 

population.
Thus, an extremely high susceptibility to lymphnode tuberculosis in dialysis patients was proved 

for the first time epidemiologically. Furthermore, the present study demonstrated a remarkably high 

frequency of lymphnode tuberculosis among all tuberculosis in dialysis patients.

緒 言

生体防御能の低下した患者では肺外結核が起こりやす

いであろうと推測されている1)。 透析患者では免疫能,

殊に細胞性免疫能が低下 してお り2)3),実際肺外結核の

罹患頻度は著しく高かつた4)。 そこで主要肺外結核の一

つであるリンパ節結核の透析患者における発生状況を明

らかにせんとした。

対象および方法

1977年 秋 の時点で人工透析研究会に登録されていた全

国の400施 設を対象とし,ア ンケー トによる調査を行な
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表1　 リンパ節に限局する結核の疫学

†年齢および性の構成を透析患者群とマッチさせた同じ年度における仮想の一般住民群.
*対 応する一般住民との間にp<0 .001で 有意差あり.
**対 応する一般住民との間にp<0.05で 有意差あり.

§対応する女子との間にp<0.001で 有意差あり.

表2　 透 析 患 者 に お い て リンパ 節 外 に も病 巣 を 有 す る結 核 の 疫学

つた。1978年 春 までに190施 設 より返信があり,そ のう

ち161通 が調査 目的にかなつていた。仔細は第1報 に記

した。対照には透析患者群 と同じ性,年 齢構成を持つ人

口男子26,787,000人,女 子16,096,000人,計42,883,000

人 の一般住民群を仮定し,一 般住民における性別,年 齢

別の罹患率,致 命率,死 亡率から計算により一般住民に

おける各疫学指標の期待値を算出し比較した5)～9)。その

際引用したデータは透析患者の年齢分布が1978年 の もの

であるのを除き調査年度と同じものを用いた7)8)9)。統計

値の検定は χ2検定によつた。

結 果

1976年6月30日 時点において161施 設 で透析治療を受

けていた患者数は男子1,288人,女 子746人 であり,そ の

時点での結核有病者数は男子24人,女 子18人 であり,肺

外のみに病巣を有した患者は男子8人,女 子10人,肺 外

および肺に同時に病巣を有 したものは男子4人,女 子5

人 であつた。 リンパ節のみに病巣を有した患者は男子4

人,女 子4人 であつた。 リンパ節以外にも病巣を有する

患者は男子2人,女 子2人 であつた。1976年 中に新たに

結核を発病 した透析患者は男子19人,女 子17人 で あり,

うち肺外のみに病巣を有した患者は男子7人,女 子11人,

リンパ節のみに病巣を有したものは男子3人,女 子6人

であり,リ ンパ節以外にも病巣を有した患者は存在 しな

かつた。1976年 中に結核で死亡したものは男子4人,女

子3人 であり,う ち肺外のみに病巣を有したものは男子

2人,女 子3人 であつた。このうち リンパ節のみに病巣

を有したものは男子1人 であつた。

1977年6月30日 時点において161施 設 で治療を受けて

いた透析患者数は男子1.496人,女 子907人 であり,そ の

時点での結核有病者数は男子45人,女 子31人 であり,う

ち肺外のみに病巣を有した ものは男子19人,女 子18人 で

あつた。肺外および肺に同時に病巣を有したものは男子

6人,女 子6人 であつた。 リンパ節のみに病巣を有した

ものは男子8人,女 子11人 であり,リ ンパ節以外にも病

巣を有 したものは男子3人,女 子3人 であつた。

なおリンパ節に限局した結核全21例 中18例 は リンパ節

の生検により診断されていた。

1)　 リンパ節に限局した結核の疫学

表1の ごとくリンパ節結核罹患率は透析患者で,年 齢,

性をマッチさせた対照一般住民群に比べ,男 子で106倍

(p<0.001),女 子で122倍(p<0.001),男 子合わせた場

合115倍(p<0.001)高 かつた。

男女を比べると罹患率は透析患者群において女子で男

子の3.5倍 高 く,一 般住民群においても同様に女子で3

倍高かつた。

有病率は透析患者群において女子で高 く,1976年 には

1.7倍,1977年 では2.3倍 男子 より高かつた。一般住民の

対照は得られなかつた。

平均有病期間は透析患者群で著しく短 く,こ とに女子

で男子のおよそ1/2と 短かつた(本 指標の性質上有意差

の検定は適用できない)。

対象年度において透析患者女子のリンパ節結核死亡者

はいなかつた。男女合わせたものでみると,透 析患者の
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表3　 リンパ節に限局する結核の全結核に占める割合

†年齢および性の構成を透析患者群とマッチさせた同じ年度における仮想の一般住民群.
*対 応する一般住民との問にp<0.001で 有意差あり.

§対応する女子との間にp<0.001で 有意差あり.

表4　 リンパ節 に 限局 す る結 核 の肺 外 結 核 に 占 め る割 合

†年齢および性の構成を透析患者群とマッチさせた同じ年度における仮想の一般注民群.

§対応する女子との間にp<0.001で 有意差あり.

死亡率は一般住民の544倍(p<0.001)と 著 しく高かつ

た。

致命率も同様で男女合わせた場合,透 析患者で一般住

民の4.6倍 高かつた。

2)　 リンパ節およびその他の臓器にも病巣を有する透

析患者結核症の疫学

透析患者群における有病率は1976,1977の 両年度とも

女子でおのおの1.7倍,2.4倍 高かつた(表2)。 なお一般

住民における対照値は得 られなかつた。

3)　 全結核に占めるリンパ節に限局する結核の割合

リンパ節のみに限局する結核罹患者の全結核罹患者数

に対する割合は表3の ごとく,透 析患者群で一般住民群

に比べ,男 子で11倍(p<0.001),女 子で4.3倍(p<0.001)

割合が多かつた。また透析患者,一 般住民とも女子で多

かつた。

リンパ節結核の全結核有病者数に対する割合は,透 梶

患者群では女子で多かつた。男女合わせると全結核有病

者の19～25%が リンパ節結核であつた。

死亡者の割合は男女合わせた場合,透 析患者群で一般

住民に比べ19倍(p<0.001)多 かつた。

4)　 肺外結核に占めるリンパ節に限局す る結核の割合

リンパ節のみに限局する結核に1976年 中に罹患したも

のの肺外結核罹患者に対する割合は,透 析患者群,一 般

住民群 ともに女子で多 く,一 般住民に比べると透析患者

群で多かつた(表4)。

この型の結核を特定時点で有したものの肺外のみに病

巣を有した結核患者数に対する割合は,透 析患者群で40

表5　 透析患者においてリンパ節外にも病巣を有す

る結核の全結核に占める割合

表6　 透析患者においてリンパ節外にも病巣を
有する結核の肺外に病巣を有する結核に
占める割合

%か ら61%に も及んでお り,肺 外結核に占めるリンパ節

結核の比重は極めて大きかつた。

死亡者数に関す るこの割合は,男 女合わせた場合,透

析患者群 と一般住民でほぼ同じであつた。

5)　 リンパ節以外にも病巣を有す る透析患者結核症の

全結核に対する割合

リンパ節および他臓器に同時に病巣を有す る結核の全

結核有病者中に占める割合は,男 女合わせた場合8～10

%で,リ ンパ節に限局する結核の割合に比べ少なく,そ

の1/2な いし1/3相 当の割合であつた(表5)。

6)　 リンパ節以外にも病巣を有する透析患者結核の肺
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外に病巣を有する結核に対する割合

リンパ節外病巣も有するリンパ節結核有病者の,肺 外

に病巣を有する結核に占める割合は透析患者において15

～12%で あつた(表6) 。

考 察

本研究により透析患者は一般住民に比ベ リンパ節結核

に極めて罹 りやすいことが疫学的に初めて明らかとなつ

た。また経過が短 く,死 にやすいであろうことが示唆さ

れた。透析患者は皮膚創傷感染のごとく,今 日一般人で

は些細とみなされる感染によつても死の転帰を とること

がある。 リンパ節結核 も透析患者にとつては充分注意を

要する疾患 と考えられる。

リンパ節結核の有病率は2年 にわたつて観察できたが

1977年 には前年に比べ著しく高 くなつてお り男女合わせ

た場合2倍 に増加している。 この間において全結核に対

す る割合はおよそ32%の 増加であり,全 肺外結核に対す

る割合はおよそ16%の 増加であつた。即ちリンパ節結核

の伸びが最 も大きく,つ いで全肺外結核で,全 結核の伸

びはこれらに比べ少なかつたことを意味している。 リン

パ節結核は触診によつて診断の糸口がつかみやすいため,

この間における透析患者結核症に対する急速な関心の高

まりが発見率を高 くした主因と考えられる。

男女を比べると女子で罹患率,有 病率とも著 しく高か

つた。この傾向は一般住民と同様であつた。

結 語

細胞性免疫能の低下が知 られる透析患者におけるリン

パ節結核の発生状況を疫学的に検討した。

透析患者では年齢,性 の構成をマッチさせた一般住民

対照に比べ,リ ンパ節に限局する結核の罹患率は115倍

も高 く,透 析患者においてリンパ節結核が極めて多発す

ることが初めて明らかとなつた。なお女子透析患者は男

子に比べ3.5倍 罹患率が高かつた。 リンパ節結核の平均

有病期間は0.9年 と著しく短 く,ま た リンパ節結核の高

い死亡率,致 命率が示唆された。

リンパ節に限局する結核の全結核に占める割合は透析

患者で25%あ り,一 般住民の3%に 比べ著しく多かつた。

結核病巣が リンパ節に限局するものとリンパ節外にも

病巣を有するものの割合は2:1な い し3:1と リンパ

節に限局する結核が多かつた。

御協力を賜わつた施設各位に深甚なる感謝の意を表す

る。
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